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?隣る人繊う鰯が
「葬式仏教｣iごなったのは、
：ｴﾉ菱時代の鑪掌制度｣から

一唾墓誌雑宅+｣閂￣､輻_ご＿誹岳一雪痔､ ．｡E合

生きている人々を救済する仏教の出発点は｢葬儀｣とは無関係であり､日

本においても､仏教はやはり｢葬儀｣とは関係ありませんでした｡日蓮大聖人

の時代も､大聖人が信徒の葬儀に参列した例はありません。

現代の日本の葬式仏教は､仏教の伝統ではなく､江戸時代の檀家制度の

名残であるというのが､多くの識者の結論です｡｢寺請制度｣によって､民衆が

どこかの寺に所属するように義務づけられたところから､民衆を縛り付ける

ために新しい法要が生まれ､｢葬式仏教｣が日本に定着してきたのです６

溝葬儀に鮒る聡ﾄﾞ割がないこ産を
認めていた宗掬
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平成三年に宗門は､葬儀に関する｢通告文｣なる文書を創価学会に送付し

ました｡その中で以下のように､葬儀に関する御書がないことを認めていま

す。

「創価学会では､大聖人の御書中に､信徒の葬儀に関する直接的な記載が

ないことを奇貨として､むしろ学会葬を奨励しているのであります」

このように､宗門も御害の中に葬儀に関する記述がないことを自分たちで認

めていたのです｡もし､葬儀が成仏に必要なことであるならば､大聖人が門下

に述べられないわけがありません。

すなわち､大聖人の仏法と葬儀が関係ないということを宗門も承知してい

るうえで信徒を脅しているのですから､このうえなく､悪質です。

宗門が葬儀のことに執着するのは､自分たちの権威が失われ､供養が入ら

なくなることを恐れるからなのです６
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ところが最近､宗門は｢御言に葬儀の記述がある｣と言いだしました｡それ

は｢忘持経事｣の次の御文です。

｢教主釈尊の御宝前に母の骨を安置し五躰を地に投げ合掌して両眼を開き

尊容を拝し歓喜身に余り心の苦み忽ち息む｣(御書九七七頁）

宗門はこの御文を引いて｢冨木殿は大聖人のもとで葬儀を営んだ｣と言い

だしました。

しかし､日蓮正宗の公式ホームページでは｢冨木殿は､その菩提を弔うた

め翌三月に､下総から､大聖人様のおられる身延の山に､その遺骨を奉持し

て登山し､大聖人様にその追善供養をお願いしました｣と､葬儀ではなく､追

善供養のこととして説明していますｂ

そして､この御害の内容について､｢親子同時の成仏を説かれた｢法華経」

を身をもって示されたものと誉め称えられています｣と親子一体の成仏の御

指南だと解説しています。

葬儀を利用して信徒を脅す日蓮正宗は

仏法者失格

この宗門の解説の通り､この御害は葬儀とは無関係です6大聖人は富木殿

に､葬儀による成仏ではなく､子供の信心で親が成仏することを教えられて

いるのです。

「通告文｣で宗門は友人葬のことを｢大聖人の仏法と富士の立義を破壊す

る誇法行為｣と言い､｢即身成仏どころか必定堕地獄となります｣と信徒を脅

しています。

しかし､御言の意味を改ざんする宗門の行為こそ､大聖人の仏法を破壊す

る誇法であります｡また､衣の権威で信徒を脅す､その無慈悲な言動は仏法

者として許されるものではありません。
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そもそも､葬送儀礼で成仏が決まるという主張そのものが､大聖人の教え

に反しています。

日蓮大聖人は､｢いきてをはしき時は生の仏､今は死の仏､生死ともに仏な

り｡即身成仏と申す大事の法門これなり｣(御書一五○四頁）と仰せです６

成仏とは､臨終や死後のことを指すのではなく､現世だけでなく来世におい

ても､崩れることのない絶対的な幸福境界を築くことです｡かつては､日蓮正

宗でもそのように教えていたはずです。

「即身成仏｣｢一生成仏｣の法門から言えば､広宣流布に励む人生そのもの

が成仏の姿であり､その証として､安らかな臨終の姿を現じるのです。

創価学会員の葬儀に行けば､誰でも分かることですが､葬儀が行われる前

に､故人は安らかな相で｢成仏｣の姿を現じています。

jlllij;L蒸篭は磯子一蝋の鮴甕
決意する場でもある

缶22琶ihH2:ＳＪ－

葬儀を遺族の側に立ってみれば､愛する肉親との死別は､だれもが避けて

は通れない苦しみだといえます｡しかし､仏法では､まととの信心に立った肉

親による心からの追善回向こそ､いかなる死者の生命をも仏界の軌道へと

導き､必ずともどもに成仏していけると教えられていますｂ

御害には｢父母の成仏即ち子の成仏なり､子の成仏.即ち父母の成仏なり」

(御書八一三頁)と､親子一体の成仏が説かれていますｂ

その意味では､葬儀は遺族の方々が､"自分たちが幸福になることによって、

故人の成仏を証明していこう''と､信心の決意をする場でもあるのです。
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った後に追善の題目を唱えてくれる同志がいることは､本当に素晴らし

いことなのです６

日蓮犬聖人の御遺命たる広宣流布に励む人々が参列する友人葬は、
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ますが､創価学会の草創の頃は､寺院が少なかったため、

侶の代わりに創価学会の幹部が葬儀を行っていました。
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が執行することは不可能でした｡そのため､今回の宗門問題が起，
塒-゛ﾉｰｰぷ一･･割､塚ﾐｰｾﾞﾉ..,-,

でぼく通夜は創価学会の幹部が行い〈僧i侶は告別式だけに行く､）

の宗門問題が起こる
一一

蓬蕊
1m

『唾かいい.い､ijjwWj
l1｡'11'IAA〉lf1l,,!

別式だけに行く、とい

'ｕ：5自証｣

▲
―
ご
渋
一

嵩
宅
‐
ｕ

乢
刮
』
一
群
且

裡
鐸
輻
界

○

ごiEなわち､葬儀はあくまでも化儀･習俗L壷あり､成仏｡不

ないことは暗黙の了解だったのです6それを今になって、

￣無視して､｢必ず僧侶が葬儀を執行‐しなければならない

｡不成仏とは関係

過去の事実を

)｣などと言いだ

蛍
一
戸

Ｆ
ｚ
屯
。
伊

言
章
幸
一
・
芋

壺
冒
冒
ロ
ー
》
二
全

．聿尹一三一一率電一参’

・・一一一一》一彗一》》Ｅ一字当・一
筆
鈩
盈
一
一
才
．
。
曇
］
‐

亘｜苫詐』Ｄ・｛・

汀
昼
奇
一
，
‐

ざ
笹
■～すのほ､あまりにも無節操です6～一

｡..i丘.▼"

拳
婁
．
‐

準
》
売
冒
寿

冒
コ
ニ
ュ
二
・

且】》】｜｝裳．

■》》』．

１計》『認

５

恋:X'蚕,や
=塗一一忘二.

上筥ﾖﾆｺﾞ句>ﾆｰｺﾞｰ
ｰ弓=

Ⅲ
二
軒
一汗
労



i;i蕊ｉｉｉｉ議轤ii;;蕊;識蕊 ~ハハユイ>いＴｌｉ:(矧織溌鑪蕊i慧議慰懲蟻i蕊;ilii;i)，鴬 篝蕊霧心『鍛椛。

Xh

TuI

11nrFIhU1｣

･滴阻･nFY1,1咄,

L】({-:`1慰みijAjiil
＄1.Ｆ

…↓、`Ｈｕｉ』`｣ﾊﾛ!1町

!」JVlU-

灼熱…j/＞…ん針

Ⅲ､Ⅶｗ',土'１(…塚洙ｊｈ《角蝉(鍼
*〕.,v叩{,,,酌１N師■,出出,

上郷ﾃﾉi哩極､｣N･』!.！
｡:二J震-・灘出ｲﾐｾﾞ人謝、"…
_亀糞一幸副宅一驚-＝残一一

尋鐘罰ｨ,．、…＝､、譲騏“，
守･ﾛ='-.-瞳;~￥｢,二､榿辿

Ａ
鍼
演
麹
圷
箇
‐

４
．
Ｍ
目
酢
鞍
避

１
．
》
露
乃

二
乢
冒
当
呂
Ｐ
Ｗ
Ｉ

、
市
Ⅵ
■
シ

脚
．
、

旱
弐
二

笹日

露i”

饗》
爵
→
・

罰
型
一
一
・
・
・

、
市
Ⅵ
■
シ

ー
潔
封
‐

潟
一
的

上
唖
］
＄
…

？
椋
一
‐

‐
。
’
刊

ｊ
『
壹
手
一
一
患
］
｜
礼

塞
梺
緩

Ⅱ
■
」
■
『
王

謹」｜芦↓｜『、
・
・
究
一
蕊
う

勺
宅
ヨ
ョ
セ
ヰ
二

’
罪
討
．
］
喪
昌
一
‐

『
幸
錐

~'乳-.,塒岳ifr

--守晋一…幸。2＝
…菫匙.鶏.識語篝聯可琿,鐘'副'山'

｡｣

計
一
一

鐸
．

Ｆ響"…w-.‘．-ｺﾞﾑ.鼻￥
･野鄙-:.省.--,1

蔦1-領｡
Ｌ櫛輪'垣､１ｺ

宰
菩

尹
客
‐
：
詞

』
月
田
が
』
希

王
刮
二
｜

：
‐
砦
鳧

韮
記

幸
冒
冒
丘

上訴』】ョニョニ

｜
】
｜
」
｜
空
耳
ヨ

ニ釘二芦一か『二一‐
、
一
．
孕
三
．
費
欝
・
髭
．

欝議通夜のことを野球に例識
「ナイター｣と呼冷蓉譲篝議

甚忌ﾆキ
ー眼Z鷹一

雀・ず季・一

季一一才 ~鐘｡展詫＝

篝護
眼■~藍

Ｅ'~

それでは､宗門の僧侶は一体､どのような態度で信徒の葬儀を執行し

ていたのか｡その実態はまさに僧俗差別の感ﾉ盾をむき出しにしたもので

した。

東京の末寺には大学生の所化が多数､在勤していましたが､彼らは

野球の試合に例えて､通夜のことを｢ナイター｣､告別式を｢ﾃﾞYゲーム｣と

呼んでいました。

中には､｢せっかく今日の夜は遊びに行こうと思っていたのに､ナイタ

ーが入った｣と迷惑そうに言う僧侶もいました。

他にも､葬儀に行くのに稚]本尊をいう祷織識鐸互のまうに葬儀聰冨率豊調,:．

J八Jで居眠りをしている者なども 力。

ら苔'情が出ることも度々ありました｡いふ

どの寺院の住職も､通常の葬儀には所

徒の場合には住職自らが行くというこども
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宗門の僧侶がこのような不謹慎な行為ができるのは､｢在家は僧侶よ

りも下｣という差別観によるものであり､葬儀を､御供養を得るための｢ビ

ジネス｣と捉えているからなのです６

成仏の肝要は本人の生前の仏道修行であること､また､真心の同志

の回向に力があることは間違いありません｡友人葬こそが､日蓮大聖人

の仏法の本義に基づく最善の仏事なのです6￣￣￣
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